
研究成果情報 畜産 ２６ 飼料作物 流通利用

新技術・情報名 近赤外分析計を利用した流通粗
飼料の一般分析技術

分類 ①

１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

多くの酪農、肉用牛農家が利用している流通粗飼料のうち、主なもの

である稲ワラ，アルファルファヘイキューブについて、近赤外分析計を

利用した飼料の一般成分分析技術を確立した。

（１）稲ワラ，ヘイキュープとも、ｃＰについては相関係数，標準誤差がそ

れぞれ、イナワラ０．９３，０．６２，ヘイキユープ0.87,1.49であり、検量線の

標準誤差は、その含有レンジに対する割合が、イナワラ７．２０％，ヘイキ

ユープ６．９５％と低く、精度の高い検量線が得られた。

（２）ＣＰ以外の飼料成分についても、検量線の標準誤差は、その含有レン

ジに対する割合が７．６２～１４．４７％と低く、実際の近赤外分析計での分析

が可能な検量線が得られた。

2)技術・情報の適用効果

稲ワラ，アルファルファヘイキューブの一般飼料成分を近赤外分析計

を利用して簡易迅速に測定することができるので、迅速な飼料給与設計

が可能となる。

3)適用範囲

県下全域の乳牛および肉牛農家

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

近赤外分析計で分析に用いるサンプル堂は５９程度と少ないので、サン

プル採取は全体を代表するように注意する必要がある（『飼料分析診断

の手引」：平成３年１０月農政部畜産課を参照のこと）。
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２．具体的データ

表１各飼料の検量線データと検量線作成用飼料 (平成２～３年）

成分 検量線データ

ｒ Ｓｅ Ｓｅ／レンジ

稲ワラ（、＝７２〉

０．９０Ｍｏｉｓ１．４２

ＣＰＯ、９３０．６２

ＥＥＯ、７３０．２Ｏ

ＣＦ０．８３２．４９

ＮＦＥ0．７２１．３７

ＣＡＯ、６７２．４８

９．１６

７．２０

１２．２７

９．２５

１２．４９

１３．１５

アルファルフアヘイキ･ユープ（ｎ＝162）

Ｍｏｉｓ0．５４１．００７．８６

ＣＰＯ、８７１．４９６．９５

ＥＥＯ、６７０．５１１２．５３

ＣＦＯ，５３２．５６１４．４７

ＮＦＥ0．７３３．０３７．６２

ＣＡ0．５５１．５０９．２５

検量線作成用飼料成分（ON%）

レンジ（最大一最小）

１５．５１〈18.05‐２．５４）

８．６１（１１．２１‐２．６０）

１．６３（２．３２‐０．６９）

2６．９３（５４．６８－２７．７５）

1０．９７（37.70-26.73）

１８．８６（３０．１０‐１１．２４）

1２．７３（１５．２７‐２．５４）

2１．４５（29.98‐８．５３）

４．０７（４．８２‐０．７５）

1７．６９（４９．８１－３２．１２）

3９．７８（５９．１８－１９．４０）

1６．２１（20.99‐４．７８）

注）①Ｍｏｉｓ：水分，ＣＰ：粗タンパク質，ＥＥ：粗脂肪，ＮＦＥ：可溶性無
窒素物，ＣＡ：粗灰分

②ｒ：相関係数，Ｓｅ：標準誤差（%）

③レンジ：各成分の含有レンジ（最大値一最小値）

３．その他特記事項

担当部科室名：畜産研究所飼料部家畜栄養研究室

研究担当者名：梅田剛利、棟加登きみ子、太田剛

研究課題名（大、または中課題）：流通飼料の飼料成分分析技術

期間：平成２年～平成３年予算区分：経常
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